
学科名

科目名

科目区分 単位数 1 開講時期 後期

必修・選択
の別

担当者

授業の
到達目標

（シラバスから）

日程と内容

100%

授業到達目標
の達成度

反省点

来年度の計画

授業評価アンケー
トに対する

コメント

履修登録者数 30 名
定期試験
受験者数

22 名 合格者数 19 名 合格率 86%

予習・復習する姿勢をまずつけさせること。スコアを少しでも上げるよう、学習機会を増やすこと。

授業評価はおおむね良かった。
ただ、予習をした学生があまり多くないというアンケート結果が出たが、その点に対しては授業中に予習の工
夫や取り組み方を伝えてきたので、結果に対しては残念に思う。今後も学生に積極的に働きかけていきた
い。

2015年度　後期 リフレクションペーパー

予習をした学生があまり多くないというアンケート結果が出たが、その点に対しては授業中に予習の工夫や
取り組み方を伝えてきたので、結果に対しては残念に思う。今後も学生に積極的に働きかけていきたい。

TOEIC英語Ⅱ

リテラシー科目

部外評価

プレゼンテーション

 

生物環境化学科・電気通信工学科・情報学科

TOEIC形式を知る：達成した　　　語彙を増やす：達成した
文章を読む（聴く）能力をつける：やや達成した
TOEIC300点以上取得：やや達成した

選択必修

田吹香子

TOEIC 本試験で300点以上取得を目標とする。そのために、まずはTOEICの試験形式を知ることから始め、
TOEICの問題の中の社会生活に必要なコミュニケーションの情報の取得能力を実践と共につけてゆくこととす
る。具体的には、語彙を増やすこと、文章を読む(聴く)力をつけること、全体の内容を把握する力をつけること
に焦点を当て、復習テストなどで学習した内容を定着させていく。

木曜日　1限

第１回：TOEICとは・試験の構成　他
第２回：Unit 1
第３回：Unit 2
第４回：Unit 3
第５回：Unit 4
第６回：Unit 5
第７回：Unit 6
第８回：TOEICミニ模擬テスト
第９回：Unit 7
第１０回：Unit 8
第１１回：Unit 9
第１２回：Unit 10
第１３回：Unit 11
第１４回：Unit 12
第１５回：期末試験模擬演習
第１６回：TOEIC IP TEST　(期末試験)

実技

計

 

100%

成績評価基準

定期試験

臨時試験

報告書・レポート

課題

演習


